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CD93; C1QR1; MXRA4; Complement component C1q receptor; C1g/MBL/SPA receptor;
C1qR; C1gR(p); C1gRp; CDw93; Complement component 1 q subcomponent receptor 1;
Matrix-remodeling-associated protein 4; CD93
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞表面糖タンパク質であり、I型膜タンパク質で、もともと骨髄細胞特異的マーカーとして同定されました。コードされるタンパク質はかつてC1qの受容体と考えられていましたが、現在では細胞間接着とアポトーシス細胞の除去に関与していると考えられています。このタンパク質の細胞内細胞質末端は、膜貫通タンパク質を細胞骨格に結合させ、細胞骨格のリモデリングに関与することが知られているタンパク質であるモエシンと相互作用することが分かっています。 [RefSeq提供、2008年7月],注意：コレクチン受容体と呼ばれることもあります。,注意：PubMed:11994479では、C1qはC1QR1のリガンドではないことが報告されています。,機能：C1q、マンノース結合レクチン（MBL2）、および肺サーファクタントタンパク質A（SPA）の受容体（またはより大きな受容体複合体の要素）。可溶性防御コラーゲンと相互作用することで、単球およびマクロファージにおける貪食作用の増強を媒介する可能性があります。細胞間接着に関与する可能性がある。,PTM：N型およびO型グリコシル化。,類似性：C型レクチンドメインを1つ含む。,類似性：EGF様ドメインを5つ含む。,サブユニット：HCVコアタンパク質と相互作用する。,組織特異性：内皮細胞、血小板、単球や好中球などの骨髄系細胞に高発現する。リンパ系細胞には発現しない。,
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	CD93ポリクローナル抗体を用いたKB細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	CD93ポリクローナル抗体を用いたKB細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

